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によれば、二〇一〇年の中国の食糧（訳者注：原語は「糧食」 、三大穀物 マメ類 イモ類を加えた中国独特の主食概念）生産量は五億四六四万トン、 前年比で二・九％増加した。中国は過去半世紀 初めて七年連続の増産を記録したこととなり、 年連続で五億トン以上の安定的な生産を維持している。二〇一〇年の中国 食糧作付面積は一六億四八〇〇万ムー（一ムーは一五分 一ヘクタール） 、前年より 三 九万ムー増加しており、一ムー当たり平均収量は三三一・五キロに達した。この記録は中国の農学者たちを大いに喜ばせることとなった。彼らは得意気に「中国は世界の七％ も満 ない耕地で世界人口の二〇％を養っている」と宣言した。　
しかし、中国農業が高い生産力
を生み出すために支払うべき環境


































































































究チームが北京市、山東省、陝西省等の二〇県で六〇〇以上のサンプルを用いて行った研究によれば、二〇％以上の地下水が国の飲用水の安全基準（八九ミリグラム／リットル） 超える硝酸塩を含有しており 四五 地下水が先進国の飲用水基準を超過していた。過剰な窒素は湖沼や河川、沿岸海域の富栄養化をもたらし、アオコの発生、魚類をはじめとする水生動物を窒息させ、同時に赤潮を引き起こす可能性もある。過剰に投入された窒素肥料は地球温暖化ガス 大気中に放出する。 また、過剰施肥は地力を低下させるため、長期的に食料安全保障に負の影響をもたらす。農薬の過剰投入による残留農薬も環境に対し大きな損失を与える。　
わずか三〇年の間に中国農業は
化学肥料、農薬、除草剤、各種の添加剤、 農業用マルチフィルム （以下、 「マルチ」 ）の大量投入を必要とする工業的な性格へと変貌し、深刻な土壌汚染を引き起こした。国土資源部 環境部によれば現時点で中国の汚染された農地面積は一億五〇〇〇万ムー、農地面積全体の一〇％にも達しているという（参考文献②） 。汚染された農地は
経済の発展した地域に集中している。一九九七年に発生した土壌汚染に関わる事故は農業部が把握しているだけでも一〇五七件、経済損失は一億五〇〇〇万元に達する。　
化学肥料による直接的な環境汚
染以外に、水不足のため化学物質を含んだ工場や鉱山の排水を灌漑に利用することで発生する間接的な汚染問題もあ このような 「汚水灌漑」は三二五〇万ムーに達する。現在全国の七割の河川が汚され、四割が基本的な経済的機能を喪失し、都市部を流れ 河川の九五％が深刻な汚染を受けていといわれる。世界銀行、中国科学院、中国環境部の行った試算によれば、中国は毎年環境汚染によってＧＤＰの一〇％ 失っている（参考文献③） 。　
マルチは現代農業における最も
環境負荷の高い発明品の一つである。農家は一時的な収量増加に気を取られ、マルチが土壌中に残留するという問題に思い至らない。有機肥料やワラを使っ 土壌を豊かにする伝統的な 法を放棄し、マルチで農地 覆うことで保温、保水、雑草や害虫の防除も容易になる。一見このような農法は万能に見えるが 環境に与える損失は大きい。農地の生態的な機能が 「死ぬ」ことになれば、 「ニワトリを殺





農産物の生長が阻害されることによる収量の減少、あるいは無収穫である。しかし、より深刻な問題は有毒物質が作物に吸収された後食物連鎖を通じて人体に入 、体内で蓄積され様々な疾病を引き起こす食品汚染 例えば 工業排水にしばしば含まれる重金属のカドミウムは猛烈な毒性を有している。土壌中のカドミウム含量が低く作物の生長に何ら障害をも
たらさない場合においても、作物の実の部分にカドミウムが蓄積され、人体に危害をもたらす可能性がある。土壌一キログラム当たりのカドミウム含有量が一ミリグラムを超過す と、その土壌で生育したコメに含まれるカドミウム含有量は、一キログラム当たり〇・二ミリグラム 国家衛生基準を超過し、いわゆる「カドミウ 米」となる。 「カドミウム米」を摂取した人には「イタイイタイ病」と呼ばれる症状があらわれる。患者はまず腰、背中、膝などの関節痛みを生じ、それが徐々に全身へと広がる。数年後には骨格が変形して背が縮み、激痛に見舞われるようになり、最終的には呼吸 困難となっ 手の施しようがないまま死に至る。　
土壌汚染に留まらず、近年直接


































して食糧を節約する方法がある。以前少々粗っぽい実験を行った。草原でニワトリ 放し飼いにし場合、飼料なしでも一ムーの草原で少なくとも一羽を養うことができ、かつ には損失がない。この計算 いけば草原で三一・五億キロの有機鶏肉が生産でき、ニワトリの飼料を食糧に換算すれば五八〇万トン分の節約となる。　
前記のウシとニワトリの例を合




とを意味している。遺伝子組み換え技術は、特定の作物の虫害、除草剤、乾燥に対する耐性を高めるという点では一定の効力を発揮する。もし遺伝子組み換え綿花が市場に登場すれば、数年は増産と農薬使用量の削減に貢献するだろう。 ただし、 長期的に 遺伝子組み換え作物によ 利益は自然環境の悪化や人体への目に見えない悪影響によって帳消しとなるだろう。世界で最も人口の多い中国が遺伝子組み換え技術を導入して農産物の増産を図ることは 「飲鴆止渇 （毒酒を飲んで渇きをい す、すなわち結果を考えず当面の救いを求めること） 」に等しい行為である。　
以上の理由から、食料安全保障






の農家と共に環境保全型農業を実践している。現時点での実験結果によれば、一・一四キロ トウモロコシ粉に対し各一キロの綿実殻、ふすま、七キロのワラを混ぜた飼料で、体重換算で 分の牛を養うことが可能であ （飼料中の穀物比率は一一・二％） 。実験では一頭の牛が七カ月で一六〇〇元以上の利益をもたらした。農場の牛の飼養頭数は二頭から 六〇頭に、 協力農家は一五戸に増えた。放し飼いをしているニワトリ 三万羽に達している。農場で捉え害虫はニワトリの飼料にしている。牛フンのなかには吸収されなかった大量の栄養素が含まれているので、牛フンを使って黄粉虫とミミズを養殖し、ニワ 餌にしてい 。卵は有機鶏卵とし 一キロ当たり二四元（市価 八・二
元）で販売している。　
四年間農薬や化学肥料を使用し
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